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研修報告書

	所　　属　　ＬＣＰみさわ事業　南天の郷　　職　種　介護福祉士　　氏　名  山田　景子

	期　　間　　平成28年1月27日 （うち1日間）

	出張目的    平成27年度　介護技術講習及び能力開発啓発セミナー

	出 張 先    八戸流通センター　会議室　

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


○考察
今回、「介護技術講習と能力開発啓発セミナー」に参加し、「介護現場での応急手当について」と、「介護事業所におけるリーダーシップ」について学びました。

「介護現場での応急手当について」では、介護現場においては介護スタッフが日々の接遇の中で利用者様の変化に気付く事の大切さ、そしてそれを看護師や管理者を通じて医師などへ報告し、疾病などの早期発見につなげる事の重要性を学びました。「変化」に気付くという事は、利用者様の普段のバイタルの数値や、既往歴や薬情報など客観的なデータに基づき、表情や臭いなど五感を駆使して「なんだかいつもと違う」と気付く事が大切であり、それは日常を共に過ごす介護スタッフにしかできないという事に気付かされました。

また午後に行われた「介護事業所におけるリーダーシップ」の講義では、スーパービジョンを示しながそれぞれのスタッフの自己解決力やコーチングの能力を引き出す事や、失敗を分析して、不必要に追い込むことの無いよう配慮する事など、現場で働き続けるためにリーダーが心得る必要がある具体的な方法を知る事ができました。また、スタッフの気持ちを汲み取るための手法として、傾聴力や承認力、質問力などについては、介護現場で利用者様に対してのコミュニケーションの手法となんら変わる事はなく、改めて介護現場というのは、人間関係、人間社会の縮図であり、その技術は様々な場面に応用がきくのだという事にも気づかされました。

午前、午後通して二つの研修に参加した事により、応急手当について知る事は、現場でのトラブルやリスクを減らす事にも繋がり、それがひいてはスタッフのモチベーションも高め、働き続けるための快適な現場作りに繋がるのだと知りました。これら学んだ事を現場で活かして、チーム全体の技術と意欲の向上につなげていきたいと考えます。
○要旨

「介護現場における応急手当について」
講師：サン・ライフ豊寿苑　清水養子
9：30～11：30　応急手当講義

11：30～12：30　AED実技

①講義の目的

・高齢者の健康状態を観察することは、異常の早期発見と早期治療に繋げることができる。

・介護職員は介護の専門職として利用者の普段の様子との違いに気づく視点が求められる観察力を養う。

・緊急時の初期対応を学ぶ事で安全な生活を提供できる。

②講義の要点

・複数の疾患を有する高齢者が生活している介護施設におけるケアをめぐる民事訴訟（介護裁判）が増えている。

・医療を有する重度な高齢者が多くなっている一方、介護スタッフの不足や医療スタッフがいない事や、認知症など予測不可能な行動がリスクに繋がり重大な事に発展するなどが原因。

その中で介護職員の役割は重要で、高齢者の疾患の特徴をよく捉え、普段のケアの中で「何かおかしい」と気づく事とその気づきを自己判断で処理せず、看護スタッフや周りのスタッフに報告することが重要。（たくさんの目で見守る！）

観察のポイント

・バイタルサイン、病歴、薬情報など客観的な指標と

・痛み、嘔吐、咳、下痢、便秘などの症状がいつからどの程度現れているのか

などの情報を五感を活用して気づくようにする。

具体的には

・表情、鼻、ノド、眼、耳などの身体症状

・口、食欲、皮膚、睡眠、痛み、大便、小便、体重の増減など

・AED実技は実際に人形を利用し、倒れている人を見つけてから、救急車が到着するまでの

心臓マッサージからAED使用までの流れを行った。
このプログラムで感じた事は、

「普段と違う、でもたいしたことないか、、」と自分で判断して誰にも報告しないでいるとあとから重大な疾患が見つかり「実は何日か前からこうだった」「そういえばこうだった」などという現象が現場ではたまにみられるが、利用者様の疾患などの早期発見のためには、どんなに小さな気づきでもその時点で多くの知識で共有する事が大切で、面倒がらずに、また面倒がられても、とにかくこまめに報告する事が重要だという事です。

「介護事業所におけるリーダーシップ」

講師：ずぐりケアプランセンター　ずぐりコンサルタント　代表　秋田谷　一

13：30～16：00

介護離職を減らすために、リーダーに求められるものは「レジリエンス」という考え方。

現代心理学で「精神的な回復力」を示す言葉。

・レジリエンスを鍛える過程で重視する３つ

１、現実を直視する。２、物事をしなやかに柔軟にとらえる。３、合理的な思考を持つ

離職につながる「無力感」というリスクは失敗が重なると無意識に無力感を学習してしまうというメカニズムによる。

そこで失敗の捉え方が重要

失敗を分類する①予防できる失敗②避けられない失敗③知的な失敗

と３つにわけ

不必要に自責の念をもたずに失敗に種類に応じて適切な対応をとり、積極的に学習する事が大事。

感情のコントロール

ネガティブな感情を持つ事は通常の精神機能である、その感情をくり返さずその日のうちに消化する。

部下への指導とコミュニケーション

・スーパービジョンとコーチング

・傾聴力、承認力、質問力などの技術を用いて、部下のやる気と解決力を引き出し、良好なパートナーシップを築く事が大事。

このプログラムで感じた事は、

部下への指導の中で、傾聴力や承認力、質問力などの技術を用いるという部分で、これらは、介護士やケア担当者が、利用者様とのコミュニケーションを図るうえで必要な技術と同じであり、人間関係の基本は、利用者様も、スタッフ仲間も、大事な事は相手の事を知ろうという気持ちであるという事です。
また、失敗はだれにでもいつでも起こる事でそれをどうとらえて次に繋げるかが、いかに現場では大切であるかという事です。

今回、この研修に参加させていただき本当にありがとうございました。

メンバーとこの技術を共有し、よりよい現場にしていきたいと思います。
